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沼津の新しいまちづくりが始まっています。「沼津発⇒未来へ」は県と沼津市が共同で進めている鉄道高架事業を含む沼津駅周辺総合整備

事業の進捗状況や最新の情報等についてお知らせする広報紙です。

　

今月の１枚 
 

”冠雪の 
 富士山” 
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■新貨物ターミナル 

 沼津の新貨物ターミナルは、コンテナ等の荷物の積み降ろしを行う「荷役機能」と、貨物列車が旅客列車を

通過待ちしたり、事故や災害時にダイヤ調整するための「待避機能」を併せ持った施設です。  

 沼津駅の西側にある今の貨物駅は、鉄道高架化に伴い、約８km西の原西部地区へ移転します。  

 新貨物ターミナル建設予定地周辺では、沼津市が用地取得や周辺道路等の整備を進めています。  

【裏面もご覧ください！】 

    Facebookページも 

    「沼津発⇒未来へ」 

新貨物ターミナル 

 区間：約 2.1㎞ 

 面積：約11.8ｈａ 

沼津駅方面→ ←静岡駅方面 

桃里西踏切 
桃里浜道踏切 桃里東踏切 一本松踏切 

原新田踏切 

国道１号 

県道富士清水線（旧国道１号） 

県道東柏原沼津線（旧東海道） 

  

 現在の状況 

 新貨物ターミナルの整備に必要な用地面積は約

9.3haで、うち約7.0haの用地取得が完了しています

（用地取得率は約75.8％）。 

 周辺道路では、すでに供用開始した区間や部分

的に先行整備した区間もあります。 

①市道2695号線 ②市道2692号線 

③市道2166号線（中道） 

 

①平成25年度 供用開始 
 

②平成24年度 供用開始 
 

③平成20年度 

    一部区間先行整備 

コンテナホーム 
緑地・調整池 

←静岡駅方面 沼津駅方面→ 

緑地・調整池 東海道本線上り 

東海道本線下り 

貨物ターミナル事務所 進入路  桃里アンダーパス   一本松アンダーパス 

  

 今後の進め方 

 現在、県と市では、新貨物ターミナルのできるだ

け早い工事着手にむけて、地元の方々にご理解と

ご協力をいただけるよう協議を進めるとともに、新

貨物ターミナルを含めた原西部地区のまちづくりに

ついても検討しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

緑地・調整池、 

排水路整備 

新貨物 
ターミナル 

整備 

用地取得 

埋蔵文化財 

調査 

埋蔵文化財 

調査 

周辺道路整備／環境対策 

現

在 

原西部地区のまちづくり 

移転完了 

（供用開始） 
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■新しいまちづくりのイメージ：岐阜  ■沼津市からのお知らせ 

● 沼津情報・ビジネス専門学校の学生とまちづくり 
 について考えるグループワークを開催しました 
 

  市では、平成24年度から市内の高校生や専門学

校生など、若い世代を対象とした事業説明を実施し

ています。 

 10月19日に「沼津情報・ビジネス専門学校」で開

催した事業説明では、最初に、市職員から、沼津駅

周辺総合整備事業の概要や高架下を活用した先

進事例を紹介しました。 
 

■よくあるご質問 
  

   なぜ、新貨物ターミナルの移転先が原西部地

区になったの？  
 
   新貨物ターミナルの移転先の選定にあたって

は、新貨物ターミナルに必要な面積の土地確保が

見込まれ、現在の旅客駅に影響のない候補地を

沼津市内に９か所選定しました。 
 その９か所の候補地に加え、近接貨物駅（富士、

吉原等）との統合についても比較検討し、周辺の

土地利用、鉄道線形、物流施設（新貨物ターミナ

ル）としての有効性、施工性・経済性など総合的に

検討した結果、原西部への移転を決定しました。  

 Facebookページでもご紹介しましたが、岐阜市

（人口約41万人）の玄関口であるJR岐阜駅は、平

成９年に高架化されました。 
 三層構造でホームが３階にあり、東海道本線と高

山本線が乗り入れています。全国一の面積規模

（26,500㎡）を誇る北口駅前広場にはバスターミナ

ル等が機能的に配置され、Ｕ字型の歩行者用デッ

キが駅の２階北口と中心市街地をつないでいます。

黄金の信長像が見守る信長ゆめ広場は、賑わい

創出の拠点として各種イベントに利用されています。 

グループワークの様子 

事業概要・先進事例等の説明  

グループワークの成果発表 

 

 その後、鉄道高架事業などにより、駅周辺に新た

に生み出される土地について説明し、今後、導入し

たい都市機能や施設、まちづくりのコンセプトなど、

自由に意見を出し合うグループワークを実施しました。 
 「イベント広場や公園が欲しい」、「沼津の名産品を

取り揃えた店舗が必要」など、市では、いただいた意

見を参考にまちづくりを進めてまいります。 
 

南北自由通路 高架下利用 

信長ゆめ広場 歩行者用デッキ 

JR岐阜駅北口 

名鉄線上空をJR線が通過 

 鉄道高架 
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